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研究内容 

 
［１］新元素合成に関する理論研究 

・現在、周期表では原子番号 118 番のオガネソン Og

が最も原子番号の大きな元素である。さらに原子
番号の大きい元素の合成を目指し、日本をはじめ
世界各国の研究所で実験が行われている。新元素
の合成の成功は、命名権が与えられ未来永劫その
名を周期表に残せるなど、科学的インパクトが大
きく、国家プロジェクトとして研究を行っている
国もある。このような状況の中、本研究室では新
元素の生成確率や最適条件など理論計算による
評価や予測を行っている。また実験計画に対する
支援を目標としている。 

 
 

［２］超重元素領域の融合分裂反応機構の解明 

 

・超重元素領域では非常に強いクーロン力のため、
液滴模型による分裂障壁が存在せず、その安定性
は原子核の内部構造の効果（殻補正エネルギー）
に依存する。この効果は、安定性のみならず、新
元素を合成するための融合過程にも影響を与え、
融合を有利にするような反応系や、形成された励
起複合核が蒸発残留核として生き残る過程など、
融合分裂過程のダイナミクス、特に動的過程にお
いて殻補正エネルギーの効果を詳細に分析する
ことが重要である。このような反応のダイナミク
スを動力学模型によって分析し、解明することを
目的としている。 

 

 

［３］核子移行反応による核分裂に関する実験・理
論研究 

・日本原子力研究開発機構の研究チームでは、タン
デム加速器を用いて 18O+238U等の核子移行反応に
より、アクチノイド領域の原子核の核分裂の研究
を多角的に行っている。一連の研究では、新元素
合成の基礎研究をはじめ、代理反応に代表される
新型原子炉に関連する研究、放射性廃棄物処理に
関連する研究など多岐わたって展開している。本
研究室では、このような実験とタイアップし、ラ
ンジュバン方程式を用いた動力学模型によって、
多核子移行反応のシミュレーションを行い、形成
された原子核の核分裂片質量分布などを求め、実
験値と比較することで反応のメカニズムを解析
している。 

 
 

［４］ｒプロセスによる宇宙元素創生の研究 

・核分裂は宇宙における元素の起源の解明という観
点からも着目されている。理化学研究所のグルー
プと共同で研究を行っており、動力学模型による
核分裂計算を用いて中性子過剰核の核分裂特性
を明らかにすることを目標としている。 
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